
日本学術会議主催シンポジウム

プログラム
　　　　14：00-14：10　
　司  会　 依田照彦（日本学術会議会員、早稲田大学教授）　
　挨  拶　 和田　章    （日本学術会議会員、土木工学・建築学委員会委員長、
　　　　　　　　　 　東京工業大学名誉教授）
　　　　14：10-16：15
　第一部　基調講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　   布野 修司   （滋賀県立大学大学院教授、日本建築学会副会長）
　　　　   仙田　満    （日本学術会議連携会員、放送大学教授、
　　　　　　　　　     こども環境学会代表理事）
　　　　   増田　昇    （大阪府立大学大学院教授、日本造園学会長）
　　　　   吉岡 敏明   （東北大学大学院教授、廃棄物資源循環学会
　　　　　　　　　     「災害廃棄物対策・復興タスクチーム」幹事）
　　　　   浅見 泰司   （日本学術会議連携会員、東京大学空間情報センター長、
　　　　　　　　　     地理情報システム学会会長）
　　　　16：25-17：45　　
　第二部　パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　
　　コーディネータ　   
　　　　   米田 雅子   （慶應義塾大学特任教授、日本学術会議連携会員）
　　パネリスト
　　　　   基調講演者 5名により行う

連続シンポジウム（予告）
　平成 24年 7月 24 日（火）開催　第 6回　
　　「原発事故からエネルギー政策をどう建て直すか」
　平成 24年  8 月   8 日（水）開催　第 7回
　　「大震災を契機に国土づくりを考える」

　平成 24年 11 月　総括フォーラム開催予定

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

巨
大
災
害
か
ら
生
命
と
国
土
を
護
る   

　

第
五
回

　大
震
災
を
契
機
に
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

二
十
四
学
会
が
集
結
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
反
省
と
今
後
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
際
し
、

学
会
の
壁
を
越
え
て
、
本
質
的
な
議
論
を
展
開
す
る
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す

日　

時
：
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
一
日
（
木
）
午
後
二
時
か
ら
午
後
五
時
四
十
五
分　

入
場
無
料

会　

場
：
日
本
学
術
会
議
講
堂
（
東
京
都
港
区
六
本
木 

七
丁
目
二
十
ニ
番
地
三
十
四
号
）

　
　
　

  （
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線 
乃
木
坂
駅 

出
口
５
）

主　

催
：
日
本
学
術
会
議 

土
木
工
学
・
建
築
学
委
員
会
、
東
日
本
大
震
災
の
総
合
対
応
に
関
す
る
学
協
会
連
絡
会

二
十
四
学
会
か
ら
の
発
信 

|

|

東
日
本
大
震
災
の
総
合
対
応
に
関
す
る
学
協
会
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
長　

和
田  

章
）

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
日
本
の
国
土
・
社
会
・
産
業
基
盤
に

関
わ
る
二
十
四
の
学
会
が
集
ま
り
、
平
成
二
十
三
年
五
月
に
結
成
。

従
来
の
専
門
分
化
し
た
学
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
学
会
間
の

本
質
的
な
議
論
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
我
が
国

の
学
術
の
方
向
と
基
本
政
策
を
提
言
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

　
　
　
　
　

環
境
シ
ス
テ
ム
計
測
制
御
学
会
、
空
気
調
和
・
衛
生
工
学
会
、

こ
ど
も
環
境
学
会
、
砂
防
学
会
、
地
域
安
全
学
会
、

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
学
会
、
地
盤
工
学
会
、
土
木
学
会
、

日
本
応
用
地
質
学
会
、
日
本
火
災
学
会
、
日
本
活
断
層
学
会
、

日
本
機
械
学
会
、
日
本
計
画
行
政
学
会
、
日
本
建
築
学
会
、

日
本
原
子
力
学
会
、
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
、

日
本
災
害
情
報
学
会
、
日
本
自
然
災
害
学
会
、

日
本
集
団
災
害
医
学
会
、
日
本
森
林
学
会
、
日
本
地
震
学
会
、

日
本
地
震
工
学
会
、
日
本
地
す
べ
り
学
会
、
日
本
造
園
学
会
、

日
本
地
域
経
済
学
会
、
日
本
都
市
計
画
学
会
、
日
本
水
環
境
学
会
、

農
業
農
村
工
学
会
、
廃
棄
物
資
源
循
環
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
在
二
十
九
学
会 

）

この資料は http://jeqnet.org/sympo/no5.html に pdf 掲載する予定です。



	
 	
 	
 	
 



 

	
 

	
 

日本学術会議	
 土木工学・建築学委員会	
 並びに	
 

東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会主催	
 連続シンポジウム	
 

「巨大災害から生命（いのち）と国土を護る	
 ‐２４学会からの発信‐」	
 

	
 

日本学術会議	
 土木工学・建築学委員長	
 

東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会	
 議長	
 

和田	
 章	
 

	
 

	
 

趣旨説明	
 

	
 

多様で深刻な数々の災害を乗り越え、経済発展を成し遂げてきたわが国であるが、2011

年3月11日に発生した東日本大震災による深刻な津波災害および原子力災害に未だ直面し

ている。わが国の関連学協会は、この災害からの復旧・復興、さらには将来予想される巨

大地震への備えに対して、総力を挙げて取り組まなければならない。防災・国土政策分野

は、社会、経済、農業、環境、科学技術、教育等の活動が互いに関連しており、密接な連

携が不可欠である。しかしながら、国全体としての防災戦略が明確に示されておらず、ま

た、これまで防災・国土政策研究および対策の推進は、関連省庁、公的研究機関、大学等

の各機関により個別に行われてきたため、効果的な成果を挙げているとは言い難い状況で

ある。	
 

日本学術会議	
 土木工学・建築学委員会および関連２４学協会による「東日本大震災の総

合対応に関する学協会連絡会」は、このようなわが国の現状に鑑み、従来の枠組みを超え

てより多くの関係者が情報交換・議論することにより、東日本大震災およびわが国が将来

直面するであろう災害に対して、より適切な対応・対策を実現することを目的とし、連続

シンポジウムを開催することとした。	
 

今回の連続シンポジウムでは、東日本大震災後の社会情勢を踏まえ、時機を得たテーマ

を取り上げつつ、災害対応の当事者である関係省庁、公共団体およびメディアなどを含め

た国民とともに、相互理解を深め幅広く意見交換を行う。わが国の学術界が今後、震災後

のわが国の状況や、今後の防災対策のあり方を社会全体、さらには国際的にも正確に発信

していく上で、重要なシンポジウムとなるよう期待している。	
 

 



 

 

	
 

日本学術会議	
 土木工学・建築学委員会	
 並びに	
 

東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会主催	
 連続シンポジウム	
 

	
 巨大災害から生命と国土を護る	
 

第５回「大震災を契機に地域・まちづくりを考える」	
 

2012 年 6 月 21 日	
 

	
 

	
 

趣旨説明	
 

	
 

東日本大震災では、津波により壊滅的な被害を受けた沿岸地域、放射能の影響により居

住できなくなった地域を含め、被災した多くの人々が今も各所で避難生活を強いられてい

る。人々の暮らしや生活の基盤を直撃したこの災害は、被災地域の景観を大きく変え、我

が国の水産業・農業を始めとした各種産業にも多大な影響を及ぼしている。津波被害が頻

発する地域の沿岸低地集落などで居住地を奪われた人々の問題について、解決に向けての

知恵を出し、それを実行していかなくてはならない。現在各地において、コミュニティの

連続性を考慮しながら、集落の高所移転を含む津波防災策が検討されている。今後の地域・

まちづくりにおいては、避難のための仕組みなどソフトな対策も含めながら、長期的な防

災・減災の観点での総合的な対応が強く求められている。	
 

少子高齢化と地域間格差の拡大する中で、被災地域におけるハード・ソフトの問題だけ

でなく、地域間の連携も含めて地域の特性に応じた復興の形を考える必要がある。津波に

より砕かれたがれきの処理の問題、集落間や集落と都市の間をつなぐネットワークの構築

など解決すべき課題は多い。また、多くの機能や人口が大都市に集中した現代社会におけ

る大規模地震時の対応のための再整備も急がれる。被害が広域にわたる場合の対応につい

て、縦割り社会の仕組みの中で本当に緊急対応がとれるのか再度見直しする必要もある。	
 

本シンポジウムでは、被災した地域の復興に向けて、さらには地震やその他の自然災害

リスクを抱えた我が国全体において、安全で住みやすい地域のあり方と今後の豊なまちづ

くりの方向性およびその方法などについて議論する。	
 

	
 



滋賀県立大学副学長、理事

日本建築学会副会長、東日本大震災復旧復興部会部会長

日本建築学会会誌『建築雑誌』編集委員長（2001 ～ 2003 年）、アジア建築交流委員会委員長（2001 ～ 2006 年）、

日本建築学会建築計画委員会委員長（2006 ～ 2010 年）

『戦後建築論ノート』(1981 年 )、『裸の建築家：タウンアーキテクト論序説』(2000 年 )、

『インドネシアにおける居住環境の変容とその整備手法に関する研究 --- ハウジング計画論に関する方法論的考察』

日本建築学会賞受賞 (1991 年 )、『近代世界システムと植民都市』日本都市計画学会論文賞（2006 年）、『曼荼羅都市』

（2006 年）『建築少年たちの夢』（2011 年）他

専門分野：建築計画、地域生活空間計画、環境設計

　１９７６年　　東京大学工学系大学院博士課程退学

　１９７６年　　東京大学工学部助手

　１９７８年　　東洋大学工学部講師・助教授

　１９９１年　　京都大学工学部工学研究科助教授

　２００５年　　滋賀県立大学大学院環境科学研究科教授

布野 修司
（ふの　しゅうじ）

仙田　満
（せんだ　みつる）

日本学術会議主催　連続シンポジウム　巨大災害から生命と国土を護る
第五回　大震災を契機に地域・まちづくりを考える

プロフィール（五十音順）

東京工業大学名誉教授、日本学術会議連携会員

こども環境学会代表理事、環境デザイン研究所会長

主な作品に茨城県自然博物館、愛知県児童総合センター、広島市民球場、国際教養大学図書館棟

主な受賞に日本造園学会賞、日本建築学会賞、村野藤吾賞、IAA グランプリ

主な著書にこどもとあそび（岩波新書）、環境デザインの方法（彰国社）、環境デザイン論（放送大学教育振興会）等

専門分野：建築設計、都市デザイン、こどもの成育環境のデザイン

　１９６４年　　東京工業大学建築学科卒業

　１９６８年　　環境デザイン研究所を設立、代表

　１９８４年　　琉球大学工学部建設工学科教授、名古屋工業大学社会開発工学科教授

　１９９２年　　東京工業大学建築学科・大学院理工学研究科建築学専攻教授、放送大学教授

　日本建築学会会長、日本建築家協会会長、こども環境学会会長を歴任

浅見 泰司
（あさみ　やすし）

東京大学空間情報科学研究センター教授・センター長、地理情報システム学会会長

著書に、住環境：評価方法と理論（編著　東京大学出版会）、環境貢献都市　東京のリ・デザイン：広域的な環境価値

最大化を目指して（共編著　清文社）、マンション建替え：老朽化にどう備えるか（共編著　日本評論社）など

専門分野：都市計画、住宅政策、空間情報科学

　１９８７年　　ペンシルヴァニア大学大学院地域科学専攻博士課程修了（Ph.D.）

　１９８７年　　東京大学工学部助手

　１９９０年　　東京大学工学部講師

　１９９２年　　東京大学工学部助教授

　２００１年　　東京大学空間情報科学研究センター 教授

　２０１０年　　東京大学空間情報科学研究センター センター長

増田　昇
（ますだ　のぼる）

大阪府立大学大学院生命環境科学研究科教授、日本造園学会会長、日本都市計画学会副会長

大阪府・大阪市・堺市等の都市計画審議会委員や景観審議会委員など

受賞：日本造園学会賞（研究論文部門）

専門分野：造園学、緑地計画、景観デザイン

　１９７６年　　カリフォルニア大学バ－クレ－校環境デザイン学研究科１年間留学

　１９７７年　　大阪府立大学大学院農学研究科修士課程修了

　１９７７年　　（株）市浦都市開発建築コンサルタンツ入社

　１９８５年　　大阪府立大学農学部助手　　　

　１９９１年　　大阪府立大学助教授　　　

　１９９７年　　大阪府立大学教授　

　２００５年　　公立大学法人大阪府立大学大学院教授　現在に至る



吉岡 敏明
（よしおか　としあき）

東京工業大学名誉教授，日本建築学会会長

東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会議長

日本学術会議会員：土木工学・建築学委員会委員長

日本建築学会：副会長，論文集委員会委員長，構造委員会委員長 , などを歴任

専門分野：建築構造学，耐震建築，免震構造，制振構造，地震工学

　１９６８年　　東京工業大学工学部建築学科卒業

　１９７０年　　東京工業大学大学院理工学研究科 建築学専攻修士課程修了 , 日建設計入社

　１９８２年　　東京工業大学助教授（工学部建築学科）

　１９８９年　　東京工業大学教授（工業材料研究所）

　１９９６年　　東京工業大学教授（建築物理研究センター／組織変更）

　２０１１年　　東京工業大学名誉教授 , 日本建築学会会長就任

和田　章
（わだ　あきら）

米田  雅子
（よねだ　まさこ）

早稲田大学理工学術院教授

日本学術会議会員：土木工学・建築学委員会幹事、科学と社会委員会幹事

土木学会理事、土木学会関東支部長、日本橋梁建設協会理事、などを歴任

専門分野：構造力学、橋梁工学、基盤再生工学

　１９７０年　　早稲田大学理工学部土木工学科卒業

　１９７２年　　早稲田大学大学院理工学研究科修士課程修了

　１９７７年　　早稲田大学理工学部土木工学科助手

　１９８０年　　早稲田大学理工学部土木工学科専任講師

　１９８２年　　早稲田大学理工学部土木工学科助教授

　１９８７年　　早稲田大学理工学部土木工学科教授

依田  照彦
（よだ　てるひこ）

慶応義塾大学特任教授、日本学術会議連携会員，建設トップランナー倶楽部代表、博士（環境）

東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会幹事，内閣府規制改革会議委員など多くの政府委員を歴任 

JAPIC 森林再生事業化委員長，上閉伊（釜石・遠野・大槌）復興住宅協議会顧問

『日本は森林国家です』（ぎょうせい），『複業のすすめ―地域建設業の挑戦』（建通新聞社），『大震災からの復旧̶

知られざる地域建設業の闘い』（ぎょうせい，12 年 1月）等著書多数

専門分野：建設業と農業・林業の連携、森林再生、地方公共政策等

　１９７８年　　お茶の水女子大学卒，新日本製鐵入社

　１９９５年　　東京大学建築学専攻 研究生・研究員

　１９９８年　　NPO法人建築技術支援協会設立常務理事

　２００６年　　東京工業大学特任教授

　２００７年　　慶應義塾大学特任教授，建設業の新分野進出支援で内閣総理大臣表彰を受賞

日本学術会議主催　連続シンポジウム　巨大災害から生命と国土を護る
第五回　大震災を契機に地域・まちづくりを考える

プロフィール（五十音順）

東北大学大学院環境科学研究科教授、廃棄物資源循環学会理事「 災害廃棄物対策・復興タスクチーム」幹事

受賞：廃棄物資源循環学会論文賞（2012 年）、プラスチック化学リサイクル研究会研究進歩賞（2008 年）

第 11 回リサイクル技術開発本多賞（2007 年）他

著書：災害廃棄物分別・処理実務マニュアル（ぎょうせい）、Feedstock Recycling and Pyrolysis of Waste Plastics, 

Wiley Series in Polymer Science, Edited by John Scheirs andWalter Kaminsky（John Wiley ）、プラスチックの化学

再資源化技術（シーエムシー出版） 他

専門分野：リサイクル工学、環境関連化学、無機化学

　１９９０年　　東北大学 大学院工学研究科 応用化学専攻修士修了

　１９９２年　　東北大学大学院工学研究科 応用化学専攻博士退学、東北大学工学部助手

　２０００年　　東北大学大学院工学研究科 助教授

　２００１年　　ドイツ・ハンブルグ大学 文部科学省在外研究員

　２００２年　　東北大学超臨界溶媒工学研究センター / 環境保全研究施設（兼） 助教授

　２００４年　　東北大学環境保全センター 助教授

　２００５年　　東北大学大学院環境科学研究科教授
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